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	応用
	抗原情報
	背景
	骨髄性／リンパ性または混合系白血病（Trithoraxホモログ、ショウジョウバエ）。真核生物のRNAポリメラーゼIIは、成熟した機能的なメッセンジャーRNAの合成を媒介する。これは転写サイクルと呼ばれる多段階のプロセスであり、開始前段階、プロモーター段階、クリアランス段階、伸長段階、終結段階の5段階から構成される。伸長段階は遺伝子発現の制御において重要な段階であると考えられている。ELL（11-19リジンリッチ白血病タンパク質、MENとも呼ばれる）は、RNAポリメラーゼIIの伸長因子として機能し、RNAポリメラーゼIIによる一時的な転写停止を抑制することで転写速度を高める。また、ELLは細胞増殖を制御すると考えられている。 ELLは、末梢血白血球、骨格筋、胎盤、精巣に豊富に発現しており、脾臓、胸腺、心臓、脳、肺、腎臓、肝臓、卵巣では発現が低い。染色体19p13.1に位置するヒトELLをコードする遺伝子は、急性骨髄性白血病において染色体11q23のMLL遺伝子と転座する複数の遺伝子の1つである。MLL（骨髄性／リンパ性白血病、ALL-1およびHRXとも呼ばれる）は、胎児および造血の発達を制御する430 kDaのタンパク質である。
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	パラフィン包埋ヒト肺がん（左）および食道がん（右）の免疫組織化学分析。MLL マウス mAb を使用した DAB 染色で核の弱い染色を示しています。

